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 鑛石は普通種々の鑛物のあつまりである。銅、鉛、亜鉛 なさの鑛石は我國では主 ミ
して硫化鑛であつて、此等の硫化物がよく混合してゐる。殊に黄鐵鑛は何れの鑛石中
にも多量に含 まれるのが曹通である。今 日冶金術は我國で可な り進歩してゐるけれ盲
も鑛石中の有用金屡の利用の鮎から見れば猶遺憾なものが多い。
 試みに北陸の或鑛山の李均成分は次表の如 くであるが利用 されてゐない金屡の債格
が表にある如 く一ク年四十蝕萬圓ご云ふ莫大なものである。
    
    
 叉含銅琉化鐵鑛の慮理法も理想を離れてゐるものが多い。之を撒量的に示すご次の
通りであります。
             含銅硫 化鐵鑛 利用程度
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 Na2SO412.1 噸35  423.51}  127,僑0 ×60%=76.23{)
 元 鑛 に封 し10%に 當 るNaC1を 鯉 化焙 焼 に 用ふ 。 元 鑛100噸 に封 し12・1噸 のNa2SO4を 得 。
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     製 錬 所 ・ 種 類[生 産物酬 圓)備  考
    Cu のみをとるもの         714,000  我國に多 し
    Cu, H2SO4 "         1,728,400  我國に多 し
    ・・,H,S・4,・Fe〃・・)  2,・22,…{翻 緬 犠 琶騨
    Cu, H2SO4, Fe, Co"       2,23g,e)oo  我國にな し
    Cu, H,SO,, Fe, Co, Na2SO4"   2,315,830  我國にな し
     上の表は我國に於けるラメーン法の標準鑛石の成分で其一基分の取扱ひ
     高を三萬噸 とし計算せるもので、我國既設工場の数字 を其儘持つて來た
     ものではない。
      (1)以 下ラメーン法 を用ふるところである。
 此後 者の ものに就 て私共 は可 な りに研究 しま しナこが、薙には鉛 、亜鉛混 合鑛 の慮理
法 に就 て少 しく申上 げナこい ε思 ひます。詳細 は下 の雑 誌を参照 せ られた い。
  鉛亜鉛の含銀硫化混合鑛の灘式冶翁法 に關ナる研究(一)(二)(三)(四)採 鑛冶金月報第七
  年第二報第五報、渡邊 一 仲田。 灘式亜鉛製錬残津より鉛の回牧、採鑛冶金月報第八年第三
  報、渡邊 一 槌本。
 薙 には極めて概略の こεを述べ ます。
 鉛、亜鉛 を可溶性 鞭類に なすには纒化焙焼 法 ミ酸化焙焼 法が考 へ得 られ る。 方鉛鑛
及閃亜鉛鑛 を各 別に爾襟の焙 焼 に附 したが、酸 化焙焼の方遙か に有利で あつた。食鞭
を以 ての 髄化焙焼 は500。C附 近にて最 も烈 し く起 り、其 れ以上淵度が 高 くなるに從
ひ、硫酸鉛 の生成 量を増 し盛化物0)生 成量を 減 ずる。600。C附 近か ら鞭化物 は焙融
し始め、之 が鑛物 の面 を蔽ひ睡化作用 を遮 ぎ るご同時 に盤化物 を揮 獲せ しめる。亜鉛
は600。C附 近 にて魎 化作用最 も盛に起 る。 併 し此貼迄 は温 度上 るにつ れ酸化亜鉛 の
成 生を増 加す る。
 次 に酸 化焙焼 に關 し各鑛物 につ き研究 しま した。 鉛 も亜鉛 も8000Cが 最 も適當 な
る焙焼温 度であつ た。 併 し之 を過 ぐれば 酸 に 不溶解 な ものを 生ず る。 又 硫化銀 は
600。Cに て銀 εな ります。
 焙焼實験の後溶解 に關す る研究 に進 み、先づ焙焼亜鉛鑛 を硫酸 に溶 かす ごき、如何
に して亜鉛 を硫酸亜鉛 に、且つ其 内に含 まれ て居 る鉛 を硫酸鉛 に最 も多 く持來 すか、
同時 に不純物 たる鐵 を可溶性 のものに最 も少 くな し得 るかにつ き研究 し、酸性溶解及
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中性溶解の二階梯を経 る必要があるこεを確め、且つ其標準操作法につき攻究 しまし
ナこ。





 以上の酸化焙焼及食盛水を以てする溶解法は、所謂テイン トン法 ε稔するものであ
るが、我々は同法中に於ける諸反慮の基礎研究に力を用ひたのであつた。叉同法では





 此外残淳中の銀の抽出、鑛眉中の蒼鉛の性状 についても研究 しましたが、藪には之
等を省略します。
 此等の實験は仲田旭君及槌本朝亮君が、相前後 して直接實瞼に當 られたのでありま
す。
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